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特集
発行：「宇都宮大学 HANDS プロジェクト」研究チーム
※『HANDSnext』は2007年より発行された宇都宮大学特定重点推進研究グループ通信『HANDS』をリニューアルしたものです。
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volHANDS next【ハンズネクスト】
　HANDSプロジェクトの ｢外国人児童生徒
教育支援ボランティア派遣事業｣ に参加して
早くも１年が過ぎました。派遣先の小中学校の
現場では、外国につながる子どもに支援する
喜びと難しさを感じながら活動をしています。
そこで、私たちの思いを何か形にできないかと
思っていた時、「外国につながる子どもフォー
ラム」とタイミングが重なりました。そこで、我々
学生は社会の方々へ、劇を通して多文化共生
のメッセージを届けることにしました。
国際学部３年 海 野　 杉 江
外国につながる子どもフォーラム2011
脚本・出演：｢外国につながる子どもフォーラム2011｣ 学生実行委員会
 海　野　杉　江　（国際 3 年）　　　　　戸井田　真　弓　（教育 2 年）
 小　林　佑　馬　（国際 3 年）　　　　　宇都木　響　子　（国際 4 年）
 中　瀬　　　淳　（国際 3 年）　　　　　中　條　　　玲　（国際 2 年）
 菅　原　里　紗　（国際 3 年）　　　　　岩　村　　　恵　（国際 2 年）
　　　　横　山　幸　花　（国際 3 年）　　　　　曽　　　徳　機　（国際 2 年）
 本　望　　　茜　（国際 3 年）　　　　　鄭　　　　　䌢　（研究生）   
第 1 幕 テーマ：多文化共生～日本の子どもたちと外国につながる子ども～  
　　　　　　　　転校初日 / 給食 / 休み時間
第 2 幕 テーマ：日本の子どもたちの親、外国につながる子どもの親、･･･おや？ 
　　　　　　　　授業参観 / 家庭訪問
第 3 幕 テーマ：教員の支援　～田巻小学校３年１組～    
　　　　　　　　ある日の国語　/　担任　小林先生
第1部　創作劇
創作劇を通して学生から伝えたいこと
教育学部２年 戸井田　真弓
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シナリオづくりから演技、その他の演出まですべ
て、HANDS の学生が主体となって作り上げました。
いかに多くの人に、外国人児童生徒教育の現状と
課題を知ってもらい考えてもらえるかが、この劇の
最大の狙いでした。
　外国人児童生徒・その保護者・日本人児童生徒・
その保護者・学級担任の５つの立場から見た教育
現場の現状を、私たちのボランティア等での経験や、
実際の当事者の方々の体験談をもとに、どのよう
なシナリオ設定にしたら、どのように演技したら観
客の人々に私たちの思いをしっかり伝えられるのか
を、何度もメンバーで話し合いました。本番までの
限られた短い時間の中で、昼休みや休日も利用し、
メンバー全員がそろって練習することがなかなかで
きない厳しい状況下で、足りない役はお互いに補い
ながら何度も練習をしました。
　この過程こそが、外国人児童生徒との共生につ
ながる第一歩だと思います。日常において、意識し
ない限り他人の立場に立って生活することはありま
せんが、この劇を通して、各自が役になり、普段感
じようと意識しなければ感じるはずのない複雑な思
いを演技し、公の場で発表することができました。
これは非常に困難で、同時に、やりがいのあるも
のでした。一人一人が不安を抱えながら挑んだ結果、
観客の皆様から評価を得ることができたのは、私
たちの思いが伝わったとともに、すでに多文化共生
を真剣に考えていかなければならないことに気づい
ている方々が多数いらしていた証しだと思います。
　また、私たちはこの劇を通して、外国人児童生
徒教育の問題は、対象の外国人児童生徒と、そ
の児童生徒と多くかかわりを持つ教師だけの問題
ではなく、その周囲の日本人児童生徒や教師、学
校や社会全体でこの問題を考えていかなければな
らない、ということを改めて感じました。
　今、日本で教育を受けた外国人児童生徒が大
人になって世に出ていく時代になりました。英語だ
けではない多種多様な言語、文化を持った人々が、
私たちとともに、日本にたくさん生活しています。
今後私たちは彼らとともに学び、成長していく必要
があります。一人でも多くの人がこの必要性に気づ
き、主体的に関わっていくことを、みなさまに伝え
ていきたいです。
　最後になりましたが、HANDS のメンバーの仲
間はもちろんのこと、大学の先生方やエキストラと
して出演してくれた学生の方 な々ど、たくさんの人々
に感謝いたします。
　まず、パネリストの方々の紹介がありました。相
田氏は、HPだいじょうぶnet.を通じて本書を希望
したお一人目の先生で、外国人児童生徒教育拠点
校である勤務校では、外国人児童を含めた児童指
導に毎日奮闘されています。石塚氏は、JICA青年
海外協力隊の一員として、海外での経験もあり、非
拠点校の担当者として一年目の先生で、日本語教
育について積極的に勉強されています。加藤氏は、
神奈川県で外国人教育相談コーディネーターを務
め、全国の外国人児童生徒教育に関する様々な情
第２部　教員・支援者にとって有効な手引き書について考える
～『教員必携 外国につながる子どもの教育 Q&A・翻訳資料』をめぐって～
司　　　会：若林　秀樹（国際学部准教授）,　佐藤　和之（真岡市立真岡西小学校　教諭）
パネリスト：加藤　佳代（神奈川県立地球市民かながわプラザ・あーすぷらざ外国人教育相談コーディネーター）
　　　　　　相田　　孝（栃木市立南小学校　教諭）
　　　　　　石塚　倫子（栃木市立栃木中央小学校　教諭）
